
議 案 質 疑

主な議事日程

総 務 文 教 委 員 会 審 査 報 告

産 業 厚 生 委 員 会 審 査 報 告

委 員 会 審 査 報 告
　令和２年６月市議会定例会は６月５日から23日まで（会期１９日
間）開かれました。
　今回は１１人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
　また、市長から提出されました議案１８件（条例１６件、予算２件）に
ついて審議し、いずれも原案どおり可決したほか、意見書１件を可決
しました。

６月　　5日 開会・提案理由説明
8〜9日 議案研究

10日 議案質疑
11〜12、15〜16日 委員会審査

１８〜１９、22日 一般質問
23日 討論・採決・閉会

※発言の一部を抜粋して掲載

牛島 和廣 議員
■マイナンバーカードの利活用
Q 今回のマイナンバーカード
の利活用に係る予算の目的は。
A ９月から消費活性化、官民キャッシュレス
決済基盤の構築を目的として国によるマイ
ナポイント事業の実施、令和３年３月からマ
イナンバーカードを健康保険証として利用
を目指す予定に伴い、マイナンバーカードの
普及を促進するものです。

■マイナンバーカードの交付推進
Q マイナンバーカード交付推進の経費の内
訳と特別定額給付金申請でのトラブルは。
A マイナポイント取得のため等、今後マイ
ナンバーカード取得の増加が見込まれるこ
とから、会計年度任用職員の人件費を計上
し、交付申請の支援を
行います。また、マイナン
バーカードを使った特
別定額給付金の申請で
は、申請不備が数件あっ
たがトラブルはあってお
りません。

野北　悟 議員
■新型コロナウイルス対策について
Q 厳しい状況の中、非常に重要なものであり、性質上対象者に対して速やかな支給が必要だ
が執行状況は。

A 商工業や対象の独自施策については、5/19受付開始6/8時点で104事業者か
ら申請1820万円。申請事業者の約半数が前年月比50％減少の加算対象となって
います。ＴＡＫＵ食プロジェクト応援事業補助金は、6/9時点で76店舗から69件の
申請があり、支払いが完了。耕種農家については、出荷が現在も続いており、まだ申
請は出されていません。

樺島 永二郎 議員（関連質疑）
■マイナンバーカードの利活用
Q マイナポイント事業に対する支援事業の
内容は。
A チャージ、購入によって25％、上限５千円のマイナポイン

トを付与されるシステムで消費の活性化、マイナンバーカード
の普及促進、キャッシュレス決済基盤の構築を目的とします。
Q 庁舎１階に設置するマイナポイント支援ブースの人員体
制、申請の流れは。
A ２名の職員で専用端末を
使い、インターネット上での
予約手続き申請サポートを行
い、７月以降に申込み手続き
サポートを行います。

■マイナンバーカードの交付推進
Q マイナポイントを活用することで、マイナンバーカードの
申請者が増加することに対する人員体制、申請の流れは。
A 申請方法が分からない、申請の環境を持っていない
方に対して、２名の職員で専用端末を使い、申請手続のサ
ポートを行い、マイナンバーカードを申請者が取得する際
に、カードの暗証番号の設定作業やマイナポイント事業の
説明、健康保険証としての利用手続きのサポートも行いま
す。
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